
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お元気ですか？2人とも本が好きなことを知っていますので、最近読んだ本の感じたことを書きたいと思います。その本は

『ペトロスの戦争』と言って、アルキ・ゼイが書いた本です。この本を手に取った瞬間から、手放したくないと感じました。 

 この本は、1940年に戦争が始まったときのペトロス（9歳の子ども）の冒険を描いています。彼の家族と共に、飢えや不

自由、恐怖による“長い旅”がアテネで始まりました。ペトロスは彼の姉や友達と一緒に抵抗運動へ参加し、イタリアやド

イツの活動を妨げました。 

 話の展開の早さや彼の経験した緊迫した状況は、その時代に行ったような気分になりましたし、彼の勇敢さや聡明さにはと

ても関心しました。私たちは、このような困難を経験したことがないので、私たちはとても幸運だと時々考えることがありま

すが、そのような困難を経験したとしてもペトロスが言ったように合い言葉は「未来に向かって常に前に進もう」です。 

是非、読んでみてください。 
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